
日頃より，市行政にご理解・ご協力いただき厚く御礼申し上げます。

本アンケートは，現在進めている「これからの公共施設」の計画である「笠間市公共施設等適正配

置計画」の策定に関するご意見を市民の皆様よりいただくため，無作為抽出方法により実施するも

のです。

お手数ですが，別紙調査票にご意見等を記入のうえ，返信くださいますようお願いします。

さて，本市では，人口増加や行政需要の拡大などを背景に，昭和 40 年代から 50 年代にかけて学

校・公民館等多くの公共施設を整備し，現在 467 棟，延床面積 234,301.7 ㎡を保有しています。こ

れらの多くは，築 30年を経過し，経年劣化が見られ，今後，次々と建替えや大規模改修の時期を迎

えるため，更新費用が年平均 67.8 億円の大きな財政負担が生じることが予想されます。

このような背景から，平成 28 年 11 月に策定した「笠間市公共施設等総合管理計画」において，

市内の公共施設とインフラ施設の状況，維持管理・運営コスト等を整理し，今後必要となる公共施

設等の建替えや大規模修繕等の費用の試算をしたところ，現在保有する公共施設の全てをこれまで

と同じ規模で維持・更新していくことは困難であるため，今後 30 年において公共建築物の延床面積

を 2割削減していくことを基本方針として定めました。

さらに，今年度はこの「笠間市公共施設等総合管理計画」をもとに，これから将来の笠間市の公共

施設について，住民サービスと施設管理コストの検討をし，今後も変わらぬ行政サービスの維持の

ため，将来の市の人口や財政規模に見合った公共施設の数や規模について「笠間市公共施設等適正

配置計画」を策定中です。

※アンケートの注意事項

１．アンケートは無記名でお願いしますので，お名前を記入する必要はありません。

２．アンケートの回答は，原則として宛名のご本人様にてお願いします。

３．アンケートの回答は，本計画の資料として活用させていただき，目的以外に使用することはあ

りません。

４．アンケートの回答は，同封の返信用封筒に入れ，切手を貼らず，ポストへ投函してください。

５．回答期限は，令和 2年 9月 29 日（火）とし，同日消印有効とさせていただきます。

６．問合先 笠間市役所 総務部 資産経営課 資産グループ

電話 0296-77-1101（内線 573）

「これからの公共施設」に関するアンケート
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図　公共建築物とインフラ施設の将来更新費用

総事業費：2710.2億円/40年

年平均：67.8億円
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施設大分類 施設名の一部（例）

①市民文化系施設 公民館・地域交流センター（トモア・アタゴ）・井筒屋

②社会教育系施設 図書館・歴史民俗資料館

③スポーツリクレーション施設
市民体育館・海洋センター・工芸の丘・クラインガルテン

ふれあいセンター（R2.4 より市へ編入）

④学校教育系施設 小学校・中学校・給食センター

⑤子育て支援施設 保育所・こども園・児童クラブ

⑥保健・福祉施設 保健センター・いこいの家はなさか

⑦行政系施設 市役所・支所・消防本部・消防団詰所

⑧市営住宅 下市毛住宅・石崎住宅・福原住宅

⑨公園 つつじ公園・北山公園

⑩上水道施設 浄水場・ポンプ場

⑪下水道施設 浄化センター・農業集落排水処理施設

⑫医療施設 地域医療センターかさま（市立病院）

⑬廃棄物処理施設 環境センター（R2.4 より市へ編入）

⑭その他 駅自由通路・自転車駐車場・駅前トイレ

学校教育系施

設, 45.4 

スポーツリクレーション施

設, 10.0 

社会教育系施設, 3.8 

市民文化系施設, 5.5 

医療施設, 1.0 

下水道施設, 4.8 

上水道施設, 0.7 
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〇参考図　施設用途別の建物延床面積の内訳（公共建築物） 
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〇調査票 1/2

アンケートは全 9問です。ご協力をお願いします。

回答がおわりましたら，こちらの用紙を返信用封筒に入れ送付してください。

「これからの公共施設」に関するアンケート

※本アンケートの公共施設は，道路や上下水道管等を除く，体育館や公民館，図書館等の公共建築

物を対象としています。

問 1 年齢について

令和 2年 4月 1日現在の年齢を以下から 1つお選びください。

①10・20 歳代 ③40 歳代 ⑤60 歳代

②30 歳代 ④50 歳代 ⑥70 歳代以上

答 1

問 2 お住まいについて

以下の地区から 1つお選びください。

①笠間地区 ②友部地区 ③岩間地区

答 2

問 3 公共施設の現状や課題への関心について

公共施設の現状や課題について，関心がありますか。

次の中から 1つお選びください。

①大変関心がある ③どちらかといえば関心がある

②ある程度関心がある ④関心がない

答 3

問 4 公共施設の利用頻度について

直近 1年間で市の公共施設をどの程度ご利用していますか。

次の中から 1つお選びください。

①週に 3回以上 ③月に 1回以上

②週に 1回以上 ④ほとんど利用していない

答 4

問 5 公共施設の運営方針について

膨大な管理費が必要となる施設の維持・管理において，どのような方法が適切だと思いますか。

次の中から 1つお選びください。

①施設利用料金の値上げや利用料金を徴収していない施設の有料化を行う

②公共施設の統合や複合化等を行い，施設の量を減らし，経費削減を行う

③市が行っている一部事業を廃止や縮減し，その予算で施設の経費を担う

④民間事業者の経営力や技術力，資金力を活用し，施設運営を行う

答 5

裏面につづく



〇調査票 2/2

問 6 再配置における公共施設の優先順位について

公共施設の縮減に向けた施設の再配置（統合や複合化等）を検討する場合，どのような施設か

ら進めるべきと考えますか。次の中から 3つお選びください。

①利用率が低い施設 ④民間事業者と同じサービス施設

②使用目的が類似や重複している施設 ⑤維持管理費用が高い施設

③老朽化が著しい施設 ⑥利用者が限定される施設

答 6 ・ ・

問 7 縮減できる公共施設について

公共施設のうち，機能を縮小できると思う建築物を次の中から選び，□にレ点を記入してくだ

さい。（複数選択可）

※施設用途別の建物延床面積の内訳（公共建築物）の施設名の一部（例）を参考にしてください。

※記入例：レ ⑳○○系施設

□①市民文化系施設 □⑤子育て支援施設 □⑨公園 □⑬廃棄物処理施設

□②社会教育系施設 □⑥保健・福祉施設 □⑩上水道施設 □⑭その他

□③スポーツリクレーション施設 □⑦行政系施設 □⑪下水道施設

□④学校教育系施設 □⑧市営住宅 □⑫医療施設

問 8 施設の再配置の理解について

公共施設の縮減に向けた取り組みにより，施設の再配置（統合や複合化等）を進めると，施設を

移転又は廃止する場合もあります。このことについて，どのように考えますか。次の中から 1つ

お選びください。

①施設の再配置を理解する

②施設の再配置はある程度理解できる

③施設の再配置は理解できない

答 8

問 9 その他

市の公共施設に関して，ご意見がありましたら，下記の欄にご記入ください。

※ 以上で，アンケートは終了となります。ご協力ありがとうございました。

〇お手数ですが，令和 2年 9月 29 日（火）までに同封の返信用封筒に入れて，切手を貼らずに

ポストへの投函をお願いします。


